
とよかわ市民協働基本方針実施計画 講座一覧 

番号 
講座名 

（主管課等） 
事業目的・実施内容 

対象者 

（定員） 
参加者 自己評価 自己評価の理由 

(例) 

NPO スキルアップ講座 

（市民協働国際課） 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

ボランティア・市民活動団体向けのスキルアップ講座を行い、活動のより一層の

活性化を図った。 

① 「コミュニケーションは聴き上手から始まる！」 

第１回開催日：3 月 8 日（日曜） 

第２回開催日：3 月 22 日（日曜） 

講師：カウンセリングルーム アンフィニ 榊原芳子 

①ボランティア・市民

活動団体活動者 

（定員 20 人／各回） 

第 1回 15人 

第 2回 13人 

4 

受講者アンケートの結果、約 93％の方が今後の

活動の参考になったと回答があり、コミュニケー

ションが好きになったとの回答もいただいた。講

座のテーマや講師の選定は良かった。ただし、定

員に対して第 1 回は 75％、第 2 回は 65％程度の

参加者であり、広報の仕方や開催時期に改善の余

地がある。 

１ 

手話講習会「基礎」 

（福祉課） 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

手話の基本文法を中心に学び、手話の語彙を増やし、手話でコミュニケーション

する楽しさを学ぶことにより、聴覚障害者の生活の安定と社会参加をサポートす

る手話奉仕員の養成を行った。 

① 手話講習会「基礎」 

開催日：平成 26 年 10 月 28 日～平成 27 年 3 月 24 日 全 20 回（毎週 火曜日） 

内 容：聴覚障害に関する基礎知識、手話学習、講演会、聴覚障害者との交流 

①市内に在住する 16

歳以上の方で、社会福

祉協議会主催の手話

講習会「入門」修了者 

（定員 25 名） 

① 25 人 

5 

毎年定員以上の申し込みがあり、受講者アンケー

トの結果からも開催期間をもっと長くして欲し

いという意見や楽しく手話を学ぶ事ができる等

の好評価を得ている。社会福祉協議会主催の入門

講座終了後に開催するため、限られた開催期間の

中でより効果的な内容にしていくことが今後の

課題である。 

２ 

認知症予防教室 

（介護高齢課） 

 
 講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

    

参加高齢者の「脳の健康」を保ち、「仲間づくり」や「地域社会とのつながり（社

会参加）」を促進させる。また、健康づくり推進員（市民ボランティア）が「学習

サポーター」の役割を担い、学習の援助を行うことで、行政の立場だけでなく、

参加者により身近な立場から事業活動に参加し、参加者とともに双方が自発的な

介護予防に取り組めることを目的とし、グループディスカッションを用いた交流

や学習教材（読み書き、計算、すうじ盤）を用いた個別学習を通して、認知症予

防や生きがいづくりを図った。 

① 毎週１回の全 21 回（6 ヶ月間） 

② 毎週１回の全 20 回（6 ヶ月間） 

 

おおむね 65 歳の要介

護認定をうけていな

い市民（定員 20 人で

１グループ 10 人制） 

 

① 20 人 

② 14 人 

 

３ 

一次予防対象者（公募）と二次予防対象者（介護

予防計画に基づき支援）、合わせて教室を行って

いるが、二次予防対象者 16 人中 12 人が最終評

価で生活機能が改善（75%）しており、効果的な

事業を行っていると考えている。市内中央開催で

は定員に達するが、地区開催となると交通手段の

問題からか参加者が減少する。歩いて参加できる

場所での開催は可能だが参加者が定員に達しな

い。このことから足の確保が課題と感じている。 

３ 

高齢者の生きがいと健康づくり推進

事業 

（介護高齢課） 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

    

高齢者が家庭・地域・企業等社会の各分野で、豊かな経験と知識・技能を生かし、

生涯を健康で、かつ生きがいをもって社会活動ができるよう、地域の各団体の参

加と協力の下に、高齢者の生きがいと健康づくり推進の実践活動を総合的に展開

することを目的とし、老人クラブ連合会に委託し、高齢者の社会活動についての

広報活動、三世代交流活動、健康増進活動、教養講座の開催など総合的な企画、

運営を図った。 

① 高齢者大学：全６回開催 

② 三世代交流事業 

③ スポーツまつり 

① 

② 老人クラブ会員 

③ ②については、地

域住民を含む。 

①308 人 

（卒業生） 

②16,525 人 

③580 人 

３ 

昨年度と比較し、①高齢者大学の卒業生数及び②

三世代交流事業参加者数が増加し、③スポーツま

つり参加者数は増減なしであった。また、老人ク

ラブ会員数も増加傾向にあることから、高齢者の

生きがいと健康づくり推進に一定の成果はあっ

たと考える。事業の更なる推進のためには老人ク

ラブの基盤強化が必要であり、会員の加入促進を

図ることが課題である。 
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４ 

認知症サポーター養成講座 

（介護高齢課） 

 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り、支援する「認知

症サポーター」を多数養成し、認知症になっても安心して暮らせる地域をつくる

ことを目的に、認知症サポーター養成を主眼に認知症の症状や認知症高齢者への

接し方などを学び、本事業に賛同していただける方に認知症サポーターの証とし

てオレンジリングを付けていただき、認知症高齢者の見守り及び支援に参加・活

動していただいた。 

開催総数： 42 回 

（うち土日開催数： 6 回） 

事業に賛同する者 

 

総数 1,261

人 

（うち土日

開 催 143

人） 
４ 

サポーター養成講座を初めて受講された方に対

しオレンジリングを配布しているが、理解を深め

るために複数回受講される方もいて関心の高さ

が伺える。サポーターは特別なことをする人では

ないことを講座で伝え、自らできることを自身で

考えるきっかけとなっている。課題としては学

校・企業との連携・協働を図り、10～30 歳代の

方への認知症への理解を深めたい。 

５ 

６５歳これから講座 

（介護高齢課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

    

市民一人ひとりが介護予防に取り組めるようにすることを目的に、概ね 60 歳代

の市民を対象に、「自分のこれからの余命約２５年間をどのように暮らしていく

か」を介護予防の視点から生活設計の再建築を考える機会とするとともに活動機

会や学習機会を提供した。 

１クール８回（総論編４回・実践編４回）年４クール 

 

概ね 60 歳代の市民 

（定員 30 人／1 クー

ル） 

総数 320 人 

（実人数 62

人） 

３ 

参加者アンケートで講座に対する満足度は「大変

満足、満足」が 92％であった。「期待通りの内容

であった」「思わぬ収穫があった」のがその理由。

参加者目線で健康づくり推進員が参画しており、

貴重な発言から参加者同士 健康観や価値観を共

有することができ、市の考え方の押し売りではな

く参加者自ら介護予防について気付く機会にな

ったと考える。課題としてはより多くの方に参加

してもらえるものとしたい。 

６ 

健康づくり推進員養成講座 

（保健センター） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

市民の健康づくりを組織的かつ継続的に支援する人材として「健康づくり推進

員」を養成した。 

開催日：  10 月 17 日、10 月 31 日、11 月 13 日、12 月 4 日、12 月 19 日 

1 月 16 日、2 月 13 日の全 7 回 

 

 

一般市民 

 

 

実 29 人 

延 148 人 

4 

参加者 29 名中 22 名が登録し、推進員活動に結

び付いた。より多くの市民に推進員活動を周知

し、登録者の増加をめざしていきたい。 

７ 

健康づくり推進員学習会 

（保健センター） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

「健康づくり推進員」が主体的に活動を実践するための、具体的な健康づくり知

識の提供および活動意欲の向上、継続を図った。 

テーマ：糖尿病予防を楽習
がくしゅう

しよう～とよかわの健康課題は何と糖尿病だった～ 

開催日： 10 月 10 日、11 月 20 日、12 月 12 日、1 月 30 日の全 4 回 

健康づくり推進員 延 105 人 

4 

例年通り推進員が学習できる場を提供できた。 

豊川市の健康課題である、糖尿病の問題を共有

することができた。具体的に糖尿病予防につなが

る企画を、次年度に向けいかに推進員とともつく

りあげることができるかが、次なるステップとな

る。 
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８ 

環境学習出前講座 

（環境課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

社会活動への興味・関心を抱かせ、活動への参加意識を高めるため生活排水、地

球温暖化防止を題材とした環境学習の出前講座を実施した。 

開催回数：「地球温暖化防止」 児童クラブ １１回 ３７８人 

 

「生活排水を考える」児童クラブ  ６回 １１８人 

 

小学生又は一般 総数 

４９６人 

３ 

主に、児童クラブで出前講座を実施した。小学

生に問題意識を持たせ、今後環境活動に興味を持

ってもらえるような講座内容とした。 

９ 

環境学習体験講座 

（環境課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●一部  ●一部 

社会活動への興味・関心を抱かせ、活動への参加意識を高めるため、環境学習体

験講座を実施した。 

① 子供向け 

開催日： ７月２５日（金）三河湾の身近な生き物  ２３人      

７月３１日（木）地球温暖化とエネルギー  ２４人 

② 親子参加 

開催日：  ７月１３日（日）酸性雨を調べよう         １７組（３６人） 

８月 ５日（火）とよがわの源流（雨天中止）  ０組（ ０人） 

１２月 ６日（土）エコクッキング講座    １６組（２８人） 

③ 一般向け 

開催日： ７月 ５日（土）廃食油でエコキャンドルを作ろう   １４人 

１１月２２日（土）秋の里山で身近な生き物を探そう     ８人 

３月２１日（土）春の里山の身近な生き物を探そう     ２７人 

 

小学生又は一般 １６０人 

（うち土日

開催１１３

人） 

３ 

小学生及び一般を対象に、環境学習体験講座を

実施した。講座に参加したことをきっかけに、問

題意識を持たせ、今後環境活動に興味を持っても

らえるような内容とした。 

10 

地域生涯学習講座 

（生涯学習課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●  ● 

各生涯学習会館等で、各種講座を開催し、市民の生涯学習の活性化を図った。 

開催回数：６９２ 

（うち土日開催数：１９７） 

市民一般 

（各講座により定員

が異なるため記載せ

ず） 

総 数  

５，７６１

人 

（うち土日

開催１，８

１２人） 

４ 

平成２５年度に比べ、受講者数の減少がみられ

る。開催時期や啓発が課題である。 

11 

親子ふれあい工房 

（生涯学習課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

   ● 

親子など家族で参加できる講座の企画・開催した。 

開催回数：６回 

小学１～３年生の

児童とその保護者（各

回１５組、１組２名ま

で） 

１６９名 

（ 計 ８ ７

組） 

  ４ 

平成２５年に比べ、参加者が増えたものの、講

座内容によって受講者が集まらない回がある。今

後もニーズを踏まえた講座提案が必要。 
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12 

ものづくり教室 

（生涯学習課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●   

学校週５日制の実施に伴い、余暇を利用した様々な体験活動を実施することによ

り子どもの地域活動を推進するため、豊川少年少女発明クラブ、豊川工業高校ボ

ランティア部と協働し、ものづくり教室を開催した。 

開催回数：１２回 

 

小学４～６年生の

児童（各回３２名） 

３５３名 

５ 

 平成２５年度より参加者が１５名増加した。リ

ピーターが多く、兄弟参加も多い。製作物が毎回

違うので、受講者からの評判も良い。 

 

13 

東三河演劇祭上演のためのワークシ

ョップ講習 

（文化振興課） 

 講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

市民に広く参加を募り、演劇専門講師の指導のもと演技力・表現力を培う講習を

行った。 

開催日：4 月から 9 月まで計 45 回 

    本番上演は平成 26 年 9 月 27 日・28 日 

小学生以上 延べ 450 名 

４ 

年代的にも経験的にも幅広い参加者を獲得した

うえで、充実した内容のワークショップを展開す

ることができ、公演も成功裡に終えることができ

た。 

14 

防犯ボランティア講座 

（人権交通防犯課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

防犯ボランティアの育成、防犯活動の充実及び防犯意識の向上を図ため、講師を

招き研修会を開催した。 

開催日：平成２６年１１月３０日（日） 愛知県主催 豊橋市と合同開催 

会場：豊橋市役所 東館１３階講堂 

講師：うさぎママのパトロール教室主宰 武田 信彦 氏 

市内防犯ボランティ

ア団体 

豊川市 

２５名 

 

豊橋市 

１１３名 

４ 

地域活動や防犯パトロールの意義やポイントを

確認することができ、防犯意識を高めるのに効果

があった。 

15 

男女共同参画の推進に関する講座 

（人権交通防犯課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ● ●  

家庭や職場、地域などで社会的・文化的な男女の習慣に囚われることなく、「自分

らしく」生きることのできる男女共同参画社会の実現を図った。 

① 人権・男女共同参画講演会 

 開催日：平成２７年３月７日（土） 

 会場：豊川市文化会館 

 講師：杉本 彩 

② エンパワーメント講座「仕事復帰の一歩を踏み出すために！」２回 

③ 男女共同参画協働型事業Ⅰ「Nobody’s Perfect 完璧な親なんていない！」６回 

④ 男女共同参画協働型事業Ⅱ「ﾊｯﾋﾟｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをつくるコツ」５回 

⑤ デートＤＶ防止研修会 １回  

⑥ パートナーシップ推進出前講座 ６回  

⑦ 男女共生セミナーⅠ「おじいちゃん・おばあちゃんのための孫育て講座｣ 

⑧ 男女共生セミナーⅡ「ロジカルシンキング講座」            

①市内在住・在勤・在学

の方 1,300（名） 

②市内在住・在勤の女性

（各回 20 名） 

③1歳から 2歳半の子を

子育て中の親（各回

12 名程度） 

④市内在住・在勤・在学

の女性（各回 30 名） 

⑤豊川高校 1~3 年生 

⑥市民活動団体、事業所

等 

⑦市内在住・在勤の祖父

母（20 名） 

⑧市内在住・在勤、在学

の方（30 名程度） 

① 830 名 

②  21 名 

③  71 名 

④  73 名 

⑤ 989 名 

⑥  96 名 

⑦  13 名 

⑧  33 名 

 

＜託児＞ 

① 5 名 

③  2 名 

④ 71 名 

⑤ 22 名 

⑧  2 名 

５ 

高校生から祖父母まで幅広い世代を対象とした

講座、講演会を実施し、男女共同参画意識の啓発

を行うことができた。    



とよかわ市民協働基本方針実施計画 講座一覧 

番号 
講座名 

（主管課等） 
事業目的・実施内容 

対象者 

（定員） 
参加者 自己評価 自己評価の理由 

16 

NPO スキルアップ講座 

（市民協働国際課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

ボランティア・市民活動団体向けのスキルアップ講座を行い、活動のより一層の

活性化を図った。 

① 「コミュニケーションは聴き上手から始まる！」 

第１回開催日：3 月 8 日（日曜） 

第２回開催日：3 月 22 日（日曜） 

講師：カウンセリングルーム アンフィニ 榊原芳子 

①ボランティア・市民

活動団体活動者 

（定員 20 人／各回） 

第 1回 15人 

第 2回 13人 

4 

受講者アンケートの結果、約 93％の方が今後の

活動の参考になったと回答があり、コミュニケー

ションが好きになったとの回答もいただいた。講

座のテーマや講師の選定は良かった。ただし、定

員に対して第 1 回は 75％、第 2 回は 65％程度の

参加者であり、広報の仕方や開催時期に改善の余

地がある。 

17 

ボランティア・市民活動体験・養成

講座 

（市民協働国際課） 

 講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●  ●  

「とよかわ市民協働基本方針」に基づき、ボランティア・市民活動へ理解や参加

を促進するため、様々な分野で積極的に活動している、ボランティア・市民活動

団体に、講座の企画・運営を委託して、体験・養成講座を実施した。 

①  「折り紙作成体験講座」 

実施団体：アンチエイジング 折り紙の会 

開催日：10 月 30 日（木曜） 

①市内在住・在勤・在

学者 

（定員 40 人） 

 

① 46 人 

 

（託児） 

※参加者が

育児世代で

なかったた

め託児は行

わなかった。 

５ 

参加者が定員に達し非常に好評であった。受講者

アンケートの結果も、約 98％の方から面白かっ

た、ためになったとの評価をいただいた。企画し

た「アンチエイジング折り紙の会」とも意思疎通

がしっかりとでき、よい協働ができた。今後も団

体と協働して、講座を実施していきたい。 

18 

コミュニティリーダー養成講座 

（市民協働国際課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

コミュニティ活動のさらなる充実のために、コミュニティ活動におけるリーダー

に対して、コミュニティ事業の企画・運営に必要な知識や技能を身につけ、地域

活動組織の中核となる人材を育成することを目的として、講座を実施した。 

① 「私発協働の楽しいまちづくり－地域に住み続ける思いを育む」 

開催日：9 月 27 日（土曜） 

講師：NPO 法人まちの縁側育くみ隊 代表理事 延藤 安弘 

コミュニティ組織及

びボランティア・市民

活動団体の役員等 

（150 名程度） 

125 名 

４ 

昨年度が、コミュニティ組織向けの内容の講座だ

ったため、今回はボランティア・市民活動団体の

方にも興味が湧くような内容にした。２台の映写

機を使用した幻燈会は非常に評判であった。昨年

も同様だが、講座に参加される方の８割以上が６

０代以上の方でもっと若い方が参加したくなる

ような講座をこれから考えていきたい。 

19 

本のリサイクルフェア 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●   

図書館の蔵書で一定の基準に基づいて除籍された本や寄贈本について、リサイク

ルを図るため、市内の学校や保育園、公民館等の公共施設及び、市民や図書館利

用者等個人を対象に、リサイクルブックフェアを開催して、図書資料を無償で提

供し、有効利用を図る。 

また、ボランティアの協力を得ることで、図書館サービスの協力体制を作り、市

民との協働を図る。 

① リサイクルブックフェア（団体対象） 

 開催日：１１月１４日（金） 

② リサイクルブックフェア（一般対象） 

 開催日：１１月１５日（土） 

① 団体（市内公共施

設・団体、小中学校、

保育園等） 

② 一般 

①３７団体 

②６７８人 

４ 

除籍本や寄贈本の有効利用を図ることができ、ボ

ランティアの協力を得ることで、図書館サービス

の協力体制を作ることができた。 

今後も、除籍本等の有効利用を図っていくが、リ

サイクルブックフェアの開催方法等については

配置人数や場所などを考慮しながら改善してい

きたい。 



とよかわ市民協働基本方針実施計画 講座一覧 

番号 
講座名 

（主管課等） 
事業目的・実施内容 

対象者 

（定員） 
参加者 自己評価 自己評価の理由 

20 

子ども読書のつどい 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●  ● 

４月２３日の「子ども読書の日」～５月１２日までの「こども読書週間」にち

なみ、子どもたちが本・読書・図書館に親しみ、積極的に読書活動を行う機会を

つくるため、子どもから大人まで楽しめる「子ども読書の日のつどい」を開催。 

① 「いつでもおはなし会」 

開催日：４月１１日（金）～１３日（日） 

協働団体：読み聞かせボランティア７団体 

② 「手づくり絵本教室」        

開催日：４月１２日（土） 

協働団体：すみれ絵本の会 

① 子ども～大人 

（定員各回１００人） 

② 子ども～大人 

（定員３０人） 

① １８６

名 

② ３５名 

３ 

「期間中は、いつの時間帯でもお話が楽しめる」

というコンセプトで、午前・午後とおはなし会を

開催しているが、通常のおはなし会と時間帯が違

うこともあり、特に午後の部は午前に比べ参加者

が少ない傾向にあるため、今後は日数を広げて午

前のみの開催にするなど検討していきたい。 

手作り絵本教室は、親子でコミュニケーションを

図りながら独創的な絵本を作っていた。 

21 

文字・活字文化の日のつどい 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●  ● 

１０月２７日の「文字・活字文化の日」～１１月９日までの「秋の読書週間」

にちなみ、市民に広く文字・活字文化についての関心と理解を深めて頂くため、

子どもから大人まで楽しめる「文字・活字文化の日のつどい」を開催。 

① 「いつでもおはなし会」 

開催日：１０月２６日（土） 

協働団体：読み聞かせボランティア７団体 

② 「朗読会」 

開催日：１１月３日（日） 

協働団体：豊川朗読の会 

① 子ども～大人 

（定員各回１００人） 

② 大人 

（定員５０人） 

① １０６

名 

② ５０名 

３ 

「期間中は、いつの時間帯でもお話が楽しめる」

というコンセプトで、午前・午後とおはなし会を

開催しているが、通常のおはなし会と時間帯が違

うこともあり、特に午後の部は午前に比べ参加者

が少ない傾向にあるため、利用者への周知の仕方

などを検討したい。 

朗読会は耳からのお話を参加者は楽しんでいる

ようで、受講後のアンケートは特に高齢者からの

満足度が高かった。 

22 

手作り絵本講座 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●   

世界に１つだけのオリジナル絵本を作ることで、本に興味を持ってもらう。 

講座で仕上げた作品は 3 月にエントランスホールで開催する「すみれ絵本作品

展」で展示をする。 

「手づくり絵本」講座 

開催日：１２月２０日（土） 

協働団体：すみれ絵本の会 

市内在住の小学生 

（定員２０名） 

１８名 

４ 

小学校１年～６年生まで、幅広い子どもたちが想

像力を駆使したオリジナル絵本を作っていた。 

作成後は作品を図書館に展示するため、子どもた

ちは自分の作品を大事に取り扱っていた。 

23 

親子紙工作教室 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

   ● 

夏休みに親子で植物や動物などの自然をモチーフにした立体工作を作ることで、

親子間のコミュニケーションを図る。 

「親子紙工作」講座 

開催日：８月２１日（木） 

講師：黒宮節子 

市内在住の小学生親

子（定員１８組（親１

人に子ども２人まで） 

１４組３５

名 

４ 

親子でコミュニケーションを図りながら楽しい

部屋飾りの作品を作っていた。 

仕上がった作品は、夏休みの宿題として兼ねてい

る子どももおり、子どもたちは自分の作品を大事

そうに持ち帰っていた。 
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24 

絵本で子育て講座 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

   ● 

ブックスタートから次にステップアップするために、4 カ月～12 カ月までの赤ち

ゃんとその親を対象とした、絵本を使って親子のコミュニケーションを図る講座

を開催。 

① 前期「絵本で子育て楽しんでみませんか」講座     

開催日：６月６日（金）、１３日（金）、２５日（水）全３回 

協働団体：子育てネットワーカー 

② 後期「絵本で子育て楽しんでみませんか」講座  

開催日：１１月２７日（木）、１２月５日（金）、１１日（木）全３回 

協働団体：子育てネットワーカー 

市内在住の、4 カ月～

12 カ月までの赤ちゃ

んとその保護者、妊娠

中の方 

① 定員各回２５組 

② 定員各回２５組 

① ７０組 

② ７２組 

４ 

定員以上の募集があったため、前期・後期ともに

抽選を行った。 

受講者からは、「絵本を選ぶ自信がついて」、「同

年代の子どもを持つ、ママ友の輪が広がった」と

いった感想が寄せられた。 

25 

ボランティア養成講座 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

図書館での読み聞かせをして頂くことを目的として、定期的に読み聞かせボラン

ティアのための養成講座やスキルアップ講座を開催。 

「発声法から豊かな表現へ」講座 

開催日：１月３０日（金）、２月６日（金）、１３日（金）全３回 

講師：坂本昌彦 

市内在住で３回とも

に講座が受講可能な

方 

定員各回４０名 

 

１１７名 

 

４ 

読み聞かせや朗読ボランティアをされている方

が主な対象のため、受講者からは、入門的な発声

の仕方や滑舌を良くするための理論と実践を学

ぶことで、今後の読み聞かせや朗読をするうえで

役に立ったと感想が寄せられた。 

26 

本の修理講座 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

市内の図書館の本の修理をして頂くことを目的として、定期的に修理本ボランテ

ィアのための養成講座やスキルアップ講座を開催。 

①「修理本ボランティア復習＆ＱＡ講座」 

開催日：７月１８日（金） 

講師：田中稔 

②「修理本ボランティア復習講座」 

開催日：３月１２日（木）、１９日（木）全２回 

講師：田中稔 

修理本ボランティア

対象 

 

① ２２名 

② ３２名 

４ 

中央図書館の修理本ボランティアとして平成２

３年度に１期生、平成２５年度に２期生を募集

し、毎月約３００冊の本の修理をして頂くまでに

成長し、職員の業務負担の軽減につながった。 

今後は、ボランティアの技術の向上とモチベーシ

ョン維持に努める必要がある。 

27 

防災ボランティアコーディネーター

フォローアップ研修 

（防災対策課） 

 講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

大規模災害時、災害ボランティアセンターでボランティアと被災者との調整

を行うボランティアコーディネーターを対象に、習得した知識及び技術の維

持・向上を目的に防災ボランティアコーディネーターフォローアップ研修を

行った。 

開催日：８月３１日（日）、平成２７年１月１７日（土） 

防災ボランティアコーデ

ィネーター養成講座修了

者 （３０名程度） 

２５名 

 

３ 

実施日時、回数などは、適切であると考えていま

す。 

フォローアップ研修については、受講者がここ数

年、同じような方の参加になっており、多くの方

に参加いただくよう、研修内容を見直していくよ

う検討中です。 

 


